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Al₂O₃:Cr TLD のエネルギー依存性の調査と、2 次元 Al₂O₃:Cr TLD を用いた線量分布検
証を行った。サイバーナイフにおける 2 次元 Al₂O₃:Cr TLD のエネルギー依存性は、照射
野サイズと深さによって変化することが明らかとなった。アイソセントリックシングルタ
ーゲットプランの 2 次元 Al₂O₃:Cr TLD を使用した線量分布検証では、照射野サイズ依存
性を補正することにより絶対線量分布検証が可能となることを明らかにした。また、光子






った。光子線治療では Al₂O₃:Cr TLD の密度が小さくなるほど組織等価性が向上すること
が明らかとなった。密度制御率 69.4％（1.12g/cm3）の Al₂O₃:Cr TLD は組織等価であり、
光子線治療における組織等価性の向上には密度制御が有効な手段であることが示唆された。
熱蛍光体だけによる人体模型線量計の開発促進に向けた重要な成果であった。 
令和 2 年 2 月 4 日に行った最終試験での口述試験および口頭試問では、研究成果につい
て明快な発表を行い、また質疑に対しては的確な答弁を行ったことから、研究分野を中心
として十分な知識を有していることを証明した。 
以上から、試験担当者は一致して、栁澤 伸氏は首都大学東京大学院 人間健康科学研
究科放射線科学域 博士後期課程の論文審査および所定の最終試験に合格したと判定した。
ここに、博士（放射線学）の学位を授与することが適当であることを報告する。 
